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アメリカでは処理の方法のひとつとして、

トリチウムをコンクリートなどに混ぜて固

化し、その上に土をかぶせるなどをしてい

る。事の重大さは「処理水」だけが問題では

なく、アルプスで濾過したあとの放射性物

質の残滓（スラリー）を保管する方法が難し

いという現実がある。さらにデブリの取り

出しについても今のままでは時間軸として

100 年をみなければいけない…」と述べて、

直ちに中長期ロードマップの見直しをすべ

きであるとの「原子力市民委員会」の見解を

発表した。 
講師が、時間が許せば語ろうとした残り

の原稿には次のように記されている。 
……「福島第一原子力発電所からは、放射

性物質が大気や海洋にいまだに漏洩し続け

ている。原発事故時には、放射性物質が漏洩

しないよう、『止める』『冷やす』『閉じ込め

る』を達成しなければならない。にもかかわ

らず、事故後 12 年を経過してもなお『閉じ

込める』ことができていない。それどころか、

政府・東京電力は、これまでの放射性物質の

漏洩に加え、アルプス処理汚染水を投棄し

ている。汚染に汚染を重ねる政府・東京電力

の行為は許されない。加えて、政府は『アル

プス処理水』を汚染水でないとして一種の

言葉狩りを行ったり、海洋放出に対する批

判や懸念をいわゆる『風評被害』であると断

じて、国民、報道機関を委縮させている。政

府のこのような行いは、原発事故による汚

染を否定し、政府、東京電力自身の加害責任

を、被害者を含む国民（一般公衆）に転嫁す

るものである。悪質なデマが許されないこ

とは当然であるとしても、実際の被害、風評

被害ともに被害発生の責任は政府、東京電

力にあり、被害者や国民にはない。」 
文責 平良 文男(事務局長) 

 

22..44  原原発発講講演演会会   
アアンンケケーートト結結果果（（そそのの 11））   

 
① 情報があふれる社会で、何を信じたらいい

かと考え込むことが多い中、わかりやすい資

料を用意していただき、考えを持つことが出

来ました。原発については､はやく議論を進め

ていかなければならない重要な課題と感じて

います。しかし、そのことを議論しにくい政治

的な問題のように思いますが、自分の生命や

生活に大きく関わっている。自分の事として

話し合うべき事なのに、と感じています。多く

の「大人」の問題を先送りしていくような冷笑

的な態度をどうやって改めればいいのか考え

るきっかけになる講演会でした。ありがとう

ございました。 

 

② 結局は、再稼働のため、原子力産業を守る

ための政策であることがわかりました。資源

をどう確保して行くのか、安定した発展のた

めにどうしていかなければいけないのかを聞

きたいと思いました。 

 

③ 処理水の排出で、トリチウムの問題だけが

取り上げられているが、そうではない問題が

あることがわかりました。また、原発の事故が

想定外の津波によると断定されているが、い

ろいろな人間的な原因が関係していることが

わかり、勉強になりました。 

 

（4 面に続く）
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講講師師 菅菅波波  完完  ((すすげげななみみ  たたももつつ))ささんん  

 
2月 4日（土）県教育会館で千葉県退教と

高退教の共催（千教組、高教組後援）によ

る講演会が開催されました。講師は原子力

市民委員会コーディネーターの菅波 完氏。 
講演に先立ち、来賓で挨拶された日退教

事務局長 平岡 良久さんから、 
「1 月 1 日に能登半島周辺で大地震があ

り、志賀
し か

町の志賀原発(運転停止中）にトラ
ブル（変圧器の油漏れで外部からの電力供

給を受けられなかった）が発生していると

の報道が伝えられた。岸田首相が実際に現

地に入ったのが 1 月 15 日、それも 1 時間
程度で帰京している（重大事故の可能性を

感じたのか）。   
同半島の被害甚大な珠洲市にも20世紀末

に原発設置の動きが起きたが、地元の石川

県教組の仲間が中心となり粘り強い反対運

動が続けられた。当時の珠洲市議会は議員

全員が自民党の牙城であったが、反対派は

議会に原発設置反対を表明する候補者を送

り込み、2003年に設置を断念させた。現地
の多くの市民は原発が無くて本当に良かっ

たと胸をなでおろしている」 
以上のような発言がなされました。 
続いて講演が 1 時間半にわたってなされ

ました。発言要旨は次の通りです。 
  
――福福島島第第一一原原発発のの汚汚染染水水対対策策・・事事故故処処理理

後後のの過過酷酷なな現現実実－－  
福島でのアルプス処理水はトリチウム以

外の放射性物質を含む汚染水です。毎日 100
トンの汚染水を放出する海洋投棄計画につ

いて、政府は燃料デブリの取り出しや原発

事故発生後 30〜40 年で福島第一原発の廃
炉を完了することを海洋放出の理由に挙げ

ているが、何をもって廃炉完了とするのか

という基準すら決まっておらず、廃炉計画

に全く現実性がない。投棄開始 2 カ月後の
2023年10月25日に増設ALPS（アルプス）
で、配管の洗浄作業を行っていた複数の作

業員が高濃度の放射能を含む洗浄廃液をか

ぶり被爆するという事故が発生した（直近

でも 2024年 2月 7日に除染設備洗浄廃液漏
えい事故…筆者加筆）。 
このように原子力規制委員会に東京電力

を監視し、指導する力量があるのか甚だ疑

問。政府は G7で諸外国の理解を得たと言っ
ているが、ドイツの女性環境大臣が、日本

政府への提言で「トリチウムの半減期が 12
年であり、海洋放出前に『処理水』の扱い

について他の選択肢の方法を十分検討すべ

きである」と語っていたことがわかってい

る。 （3面へ続く） 

千千退退教教・・千千高高退退教教主主催催 千千教教組組・・千千高高教教組組共共催催

「「処処理理水水」」放放出出問問題題かからら考考ええるる

原原発発講講演演会会 
高高木木仁仁三三郎郎市市民民科科学学基基金金   

事事務務局局長長 菅菅波波
すげなみ

完完
たもつ
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((QQ11))今年度は、定
年延長で定年退職

者がいない年にな

ります。あらため

て、千高退教がな

ぜ必要かをお聞き

します。その前に

会長と千高退教と

の関わりからお話し願います。 
((AA11))千高退教に入りましたのは、故 渡辺隆 千
高教組元委員長の紹介によります。その後、30
年、40 年、50 年の記念誌出版に関わって、私
自身長くなりました。(越川会長は 1996 年から
幹事に、2015年から第 7代会長に就任) 
((QQ22))千高退教(千葉県高等学校退職教職員の会
1972年結成)はどのような組織ですか？ 

((AA22))千高退教に入りますと、日退教（1973年結
成。日本退職教職員協議会）、さらに退職者連合

(1991年結成。日本高齢・退職者団体連合⇒2015
年 日本退職者連合に改称)に所属することにな
ります。退職者連合委員長が政府機関の委員に

なり、全国的な要求として様々な方策への関わ

りを可能にしています。これは千高退教に入る

ことが非常に有効な「出費」であるということ

です。よく「私は千高退教に入って、何もして

ない」という方がおりますけれども、そんなこ

とはありません、千高退教に入っていること自

体が力強い力になっているということです。 
（（QQ33））会長に就任するまでの活動は？ 
（（AA33））私は、千高退教加入後、日退教の本部に
4 年間勤務しました。そこで福祉部会長を務め
ました。その間、いろいろ改革をしました。「日

退教だより」に発行責任者を、私の提案で入れ

させました。また日退教主催の行動に保険をか

け、参加して事故にあった場合、若干の保障を

可能にしました。これで万全というわけではな

いけれども、少しは安心につながると思います。 
その後の改革は、今の竹田邦明・日退教会長

が事務局長のときに行いました。竹田会長は、

ものすごい勉強家で、私は高く評価しています。 
福祉部会員の個性を伸ばすなど、様々な努力を

されました。 
((QQ44))これまで取り組んできた退職者・高齢者問
題は何ですか？ 
((AA44））やはり社会保険や年金問題です。言ったら
すぐ実現するということはできかねますが、退

職者連合の会長が努力したのは、70～75歳の医
療費負担 1割から 2割に上げる問題を、一度に
上げるのではなく、70 歳から 75 歳まで年度進
行にしました。クルーガー(独語 聡明な、賢い)
な方策として、一度に値上げしようという政府

提案を、退職者連合の会長は反対し、年度進行

に変えました。また、以前書きましたが、男性

の遺族年金を実現しました。女性には遺族年金

があったのですけど、男性にも遺族年金を作る

ことを厚労省へ提案し、実現できました。 
((QQ55))最近感じることは、何ですか？ 
((AA55))自分が病気になって、初めて感じたけれど
も、介護保険をもう少し何とかしなきゃいけな

い。介護認定は全然実態にあっていない。例え

ば排せつの問題について、介護保険は対応して

いない。そのことを含め、いろいろな制度に関

心を持つことが大切だと思っています。 
文責 小鳥吉夫(常任委員) 

 
2024年 3月 15日 
Ｎｏ．１８０ 

   
発行 千葉県高等学校退職教職員の会 

          千葉市中央区中央 4-13-10 千葉県高教組気付 Tel  043-227-1347 
 

「千千高高退退教教」」にに加加入入ししてていいるるだだけけでで「「強強いい力力」」でですす！！  
((22002244..22..2200 越越川川会会長長へへのの電電話話イインンタタビビュューー 要要約約））  

  

越越川川会会長長  
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④ 東日本大震災による福島第一原発事故について、

なぜ起こったのかがよくわかった。15 メートルの

津波が想定されていたにも拘わらず､対策が見送ら

れてと知り、愕然とした。処理水が問題なのではな

く、海洋放出により、更に新たな問題が起こること、

膨大な廃棄物がでることなど､知らないことばかり

で驚いた。これらのことは知らされていないのだろ

うかと思った。長い目で見て課題を直視し､本当に

必要なことを行うべきだと思う。今、私たちに出来

ることは、福島第一原発事故のことを忘れず、よく

知り、考え、声を上げることだと思う。やはり、原

発は怖いなと思った。 貴重な講演を聴くことが出

来ました．ありがとうございました。 

文責 嶋田 文博(常任委員) 

 

☆☆歓歓迎迎！！新新会会員員のの紹紹介介☆☆  
「新風を吹き込んでください。

よろしくお願いします。」

千葉支部 吉吉井井    哲哲さん 

船橋支部 小小林林  武武巳巳さん 

〃    布布施施  達達治治さん 

〃     中中村村  一一雄雄さん 

東葛支部 野野口口  裕裕子子さん 

君津支部 石石井井    泉泉さん 

〃   佐佐々々木木郁郁子子さん 

おおおおおお知知知知知知ららららららせせせせせせ ①①「「33..2200 ささよよなならら原原発発全全国国集集会会」」  

33 月月 2200 日日（（水水））春春分分のの日日

場場所所：：代代々々木木公公園園   
◎高退教から上限 2,000 円の補助があります。  
ス ロ ー ガ ン は 「 フ ク シ マ を 忘 れ な い ！

原発再稼働を許さない！汚染水を流すな！」

1133 時時 3300 分分かかららトトーーククラライイブブのの発発表表でですす。。  

②②カカンンパパのの現現況況  
2 月 4 日現在 賛同者 29 名 金額 88,000 円です。

さらなる協力をお願いします。  

(編集後記)「高退教だより第 180 号」を送ります。

(編集係 小鳥) 

岐岐路路２２３３  

知知里里幸幸恵恵（（11990033--11992222、、映映画画でではは北北里里

テテルル））のの評評伝伝映映画画『『カカムムイイののううたた』』

（（監監督督  菅菅原原浩浩志志））をを観観たた。。そそのの１１  
船船橋橋支支部部幹幹事事 長長澤澤淑淑夫夫  

 
20 世紀初め、近代化（ある意味で植民

地化）が進行する北海道が舞台。差別と困

窮の中、「消ゆく民族では」と自分たちで

さえ考えてしまう状況を強いられたアイ

ヌ民族の映画である。ユーカラ伝承者を叔

母に持つテルはアイヌ語と日本語に類い

稀な才能をみせた。勉学はよく出来たが、

差別ゆえに高等女学校に入学できず、心な

くも進学した旭川区立女子職業学校では

同級生による差別に遭う。 
そんな時、アイヌユーカラを世界に誇る

素晴らしい口承文芸と考え、言語学者金田

一京助が祖母モナシノウク（映画では叔母

イヌェマツ）を訪ねてきた。そこから叔母、

15 才のテルと金田一との交流が始まる。

ユーカラをローマ字で表記し、同時に日本

語に訳す仕事を金田一の求めに応じて行

う中、彼の勧めで東京の金田一宅に移り、

テルは翻訳を続けた。しかし心臓の悪いテ

ルは病に倒れ 19 才という若さで亡くなっ

てしまう。遺作『アイヌ神謡集』（郷土研

究社、1923 年）は、アイヌへの愛と憂い

に満ちた素晴らしい彼女自身の序文とと

もに出版された。惜しまれる死とはこのこ

とだ。 
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